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は

二
〇
〇
九
年
一
月
十
五
日
に
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ

り
、
出
資
比
率
を
み
る
と
現
地
カ
ン
ボ
ジ
ア
企
業

四
〇
％
、
台
湾
一
〇
％
、
中
国
五
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、

出
資
比
率
で
見
た
限
り
で
は
中
国
系
企
業
と
い
え
よ
う
。

二
〇
〇
九
年
の
設
立
当
初
は
従
業
員
数
五
〇
〇
人
で

ス
タ
ー
ト
し
、
月
間
八
、〇
〇
〇
個
程
度
の
縫
製
品
し
か

生
産
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一

年
に
か
け
て
月
間
三
〇
万
か
ら
三
十
六
万
個
へ
と
縫
製

品
の
生
産
が
拡
大
し
た
。
従
業
員
数
も
現
在
で
は
二
、

五
〇
〇
名
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
最
高
経
営
者
と
す
る
会

社
で
あ
る
。
従
業
員
の
男
女
比
率
は
五
〇
：
五
〇
と
の
こ

と
で
あ
る
。
原
材
料
は
す
べ
て
中
国
か
ら
輸
入
し
、
製
品

は
す
べ
て
米
国
（
五
〇
％
）、
Ｅ
Ｕ(

五
〇
％)

に
輸
出
さ

れ
て
い
る
、
典
型
的
な
輸
出
型
企
業
で
あ
る

主
要
顧
客
と
し
て
は
、
Ｈ
＆
Ｍ
（
販
売
の
七
〇
％
）

Ｖ
Ｆ
（
同
十
五
％
）、
Ｔ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ(

同
一
〇
％)

、

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ(

同
五
％)

と
欧
米
企
業
が
大
半
を
占
め
、

年
間
の
販
売
額
は
二
、五
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
る
。
原
材

料
は
す
べ
て
中
国
か
ら
輸
入
し
、
製
品
は
す
べ
て
米
国

（
五
〇
％
）、
Ｅ
Ｕ(

五
〇
％)

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
、

典
型
的
な
輸
出
型
企
業
で
あ
る
。
な
ぜ
中
国
系
企
業
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
生
産
拠
点
と
し
て
選
ん
だ
の
か
、
そ
の

理
由
を
香
港
か
ら
き
て
二
〇
年
に
な
る
販
売
担
当
部
長

の
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ  

Ｃ
ｈ
ｕ
ｉ
氏
に
聞
い
た
と
こ
ろ
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
き
た
。

（
全
量
検
査
で
品
質
チ
ェ
ッ
ク
）

製
品
は
全
量
検
査
で
対
応
し
て
お
り
、
こ
れ
も
手
作

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
マ
ー
ジ
ン
は
一
％

程
度
と
少
な
く
、
生
産
量
で
利
益
を
あ
げ
る
と
い
う
の

が
当
社
の
経
営
方
針
の
よ
う
だ
。
製
品
の
品
質
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
従
業
員
の
訓
練
も
彼
ら
の
能
力
に

応
じ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
お
り
、
相
当
の

経
費
を
投
じ
て
従
業
員
の
能
力
に
応
じ
て
三
か
月
か
ら

六
か
月
程
度
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

当
社
に
は
自
社
の
品
質
基
準
が
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト

は
顧
客
の
品
質
基
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
販
売
部
長
は
自
社
は
繊
維
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
と
い
っ
た
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
例
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
品
質
に
う
る
さ
い
顧
客
企

業
の
品
質
基
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
経
営
の
重
点
を
お
い

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
事
実
、
当
社
で
は
こ
れ

ら
品
質
に
う
る
さ
い
顧
客
企
業
か
ら
の
注
文
を
受
け
る

と
、
工
場
長
は
各
生
産
部
門
の
ト
ッ
プ
、
品
質
管
理
部
門

の
関
係
者
を
集
め
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
納
期
、
品
質

等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
最
適
な
生
産
体
制
を
構
築
し
て

生
産
に
は
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
当
社
に

は
十
六
の
生
産
ラ
イ
ン
が
あ
る
が
一
つ
の
生
産
ラ
イ
ン

に
は
五
十
五
名
の
縫
製
作
業
員
が
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、

二
つ
の
生
産
ラ
イ
ン
ご
と
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
し
、
生
産
ラ
イ
ン
全
体
の
動
き
を
管
理
さ
せ
て
い
る
。

中
国
の
人
件
費
は
四
五
〇
ド
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人

件
費
は
一
四
〇
～
一
五
〇
ド
ル
と
三
分
の
一
の
安
さ

で
あ
る
が
、
生
産
効
率
も
中
国
の
方
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

よ
り
も
高
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
場
と
し
て
利
益
を

上
げ
や
す
い
の
で
中
国
の
方
が
有
利
で
あ
る
。

し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ま

ず
あ
げ
た
い
の
は
、
人
件
費
が
中
国
は
じ
め
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
安
い
こ
と
で
あ
る
。
当

社
で
は
生
産
ラ
イ
ン
は
日
本
の
設
備
を
導
入
す
る

の
で
は
な
く
、
従
業
員
の
手
作
業
を
中
心
に
お
こ

な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
従
業
員
は
毎
日

一
〇
時
間
以
上
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
し
、
視

力
も
よ
く
真
面
目
に
働
く
。

た
だ
し
、
中
国
国
内
の
工
場
で
は
ジ
ュ
ー
キ
や
ブ
ラ

ザ
ー
の
機
械
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
カ
ン
ボ
ジ

ア
工
場
で
は
、
従
業
員
の
手
作
業
の
技
術
力
、
熟
練

度
を
ベ
ー
ス
に
給
与
を
決
定
し
て
お
り
、
手
作
業

が
中
心
と
な
る
の
で
、
学
問
的
な
知
識
は
必
要
な
い

し
、
大
卒
の
技
術
者
も
必
要
と
せ
ず
、
そ
う
い
っ
た

意
味
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
の
よ
う
な
労
働
力
の
豊

富
さ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

1 )2 )3 )
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こ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
監
督
下
で
各
生
産
ラ
イ
ン

ご
と
に
Ｑ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
が
配
置
さ
れ
お
り
品
質
管
理
を

実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
品
質
維
持
の
観
点
か
ら
従
業
員
の
研

修
に
は
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
生
産
ラ
イ
ン

で
の
厳
し
い
品
質
管
理
、
研
修
の
実
施
は
従
業
員
の

転
職
率
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
当
社
の
一
か
月

の
転
職
率
は
七
％
に
も
達
し
て
お
り
、
こ
の
転
職
率

の
高
さ
の
背
景
に
は
、
従
業
員
用
の
宿
泊
所
を
準
備

し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
正
確
に
い
う
と

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
販
売
部
長
の
よ
う
な
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
用

の
宿
舎
は
準
備
し
て
い
る
が
、
現
地
従
業
員
用
の
宿

泊
所
は
ま
だ
準
備
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
従
業
員
は
会
社
の
寮
が
な
い
場
合
は
、

五
―
六
人
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
そ
う
で
、
そ
の
経

費
も
彼
ら
に
と
り
大
き
な
負
担
と
な
る
。
そ
れ
よ
り

も
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
現
在
企
業
に
と
り
、
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
停
電
で
あ
る
。
幸
い
な
こ

と
に
プ
ノ
ペ
ン
経
済
特
区
に
は
自
家
発
電
装
置
が
あ

る
の
で
、
停
電
の
際
に
は
活
用
で
き
る
が
、
経
済
特

区
以
外
の
地
域
に
進
出
す
る
企
業
に
と
り
、
か
つ
て

の
華
南
地
区
で
よ
く
み
ら
れ
た
停
電
は
自
家
発
電
装

置
の
設
置
な
ど
で
か
な
り
の
経
費
負
担
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
労
働
組
合
対
策
に
も
十
分
な
注
意
を
）

当
社
に
も
労
働
組
合
が
二
つ
あ
る
。
こ
れ
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
企
業
の
通
常
の
状
態
で
あ

る
と
、
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ  

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
販
売
部
長
は
言
う
。 

こ
れ
ら
の
労
働
組
合
は
政
党
の
動
き
に
合
わ
せ
て
動

く
そ
う
だ
。
会
社
内
部
の
労
働
条
件
で
動
く
の
で
は

な
く
て
、
政
党
の
事
情
で
活
動
す
る
た
め
に
、
企
業

に
と
り
労
働
組
合
問
題
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
と

い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
政
党
が
政
府
に
圧
力
を
か
け

る
た
め
に
、各
企
業
の
労
働
組
合
を
活
用
す
る
と
い
っ

た
側
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
近
、
中
国
企
業
や
韓
国
企
業
な
ど
で
ス
ト
が
起

こ
っ
て
い
る
が
、
ス
ト
の
原
因
は
必
ず
し
も
各
企
業

の
内
部
的
な
問
題
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

香
港
出
身
の
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ  

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
販
売
部
長
に

よ
る
と
、
こ
こ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
中
国
と
の
間
に
か

な
り
の
文
化
的
差
異
が
あ
り
、
従
業
員
の
労
務
管
理

に
関
し
て
も
労
働
法
を
熟
読
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
地
の
企
業
関
係
者
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
従
業
員
は
素
直
で
真
面
目
で
あ
り
、
極
端

に
過
激
な
行
動
は
と
ら
な
い
と
い
う
が
、
穏
健
な
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
従
業
員
に
対
す
る
労
働
組
合
対
策
に
も

一
定
の
配
慮
が
必
要
な
よ
う
だ
。

（
中
国
が
協
力
し
た
工
業
団
地
）

中
國
企
業
が
投
資
し
た
繊
維
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
す

る
と
同
時
に
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
国
道
四
号
線
で
約

二
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
を
訪
問

し
た
。
こ
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
は
年
間
の
貨
物
取

扱
量
が
二
四
三
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
国
際
港
か
ら
十
二
キ
ロ
、
実
用
化
間
近

い
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
国
際
空
港
か
ら
三
キ
ロ
離
れ
た

と
こ
ろ
に
中
国
企
業
「
柬
埔
寨
西
哈
克
港
経
済
特
区

有
限
公
司
」
が
一
、六
〇
〇
ha
の
工
業
団
地
を
建
設
し
、

中
国
企
業
だ
け
で
な
く
、
外
国
企
業
を
誘
致
す
る
た

め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回
同
社
の
海
外
招

商
部
の
副
科
長
厳
敏
氏
が
短
時
間
で
あ
る
が
対
応
し

て
く
れ
た
が
、
企
業
誘
致
も
か
な
り
進
ん
で
お
り
、

日
本
企
業
も
入
居
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
工
業
団
地
は
中
国
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
締
結

し
た
中
・
柬
シ
ア
ヌ
ー
ク
港
経
済
特
区
協
定
に
基
づ
き
、

両
国
政
府
の
テ
コ
入
れ
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
輸

出
税
ゼ
ロ
、
生
産
設
備
、
建
築
材
料
、
部
品
、
原
材
料

等
の
輸
入
税
は
ゼ
ロ
、
企
業
所
得
税
も
最
長
九
年
間
は

免
税
で
、
九
年
以
降
は
二
〇
％
の
企
業
所
得
税
を
支
払

う
と
い
っ
た
優
遇
措
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

付
加
価
値
税
に
関
し
て
も
、
輸
出
産
業
に
対
し
て
は
原

材
料
の
付
加
価
値
税
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、(

国
内
市
場
へ

の
販
売
を
行
う
企
業
に
は
一
〇
％
の
付
加
価
値
税
が
原

材
料
に
課
さ
れ
る)

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
中
国
企
業
が
開
発
し
て
い
る
工
業
団

地
に
は
入
居
企
業
の
た
め
の
各
種
事
務
所
、
自
家
発
電

装
置
、
居
住
区
、
文
化
、
娯
楽
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

従
業
員
の
訓
練
施
設
等
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に

商
業
部
、
税
関
、
検
験
検
疫
局
、
労
工
部
等
の
手
続
き

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
従
業
員
の
採
用
、
人
材
育
成
訓

練
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
企
業
経
営
に
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
の
進
出
を
検
討
し
て
い
る
日
本
企
業
に
と
り
、
一
つ

の
効
果
的
な
進
出
方
式
と
し
て
検
討
す
べ
き
あ
ろ
う
。

（
ふ
じ
わ
ら 

ひ
ろ
し
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
起
業

家
村
推
進
機
構
ア
ジ
ア
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
相
談
室
長
）
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